
温
泉
ブ
ー
ム
の
昨
今
。
今
回
は
、
秋
田
藩
主
・
佐
竹
義
堯
の
大
滝
温
泉
（
現
・
大
館

よ
し
た
か

お
お
た
き

市
十
二
所
）
の
湯
治
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
百
四
十
年
前
秋
田
の
殿
様
が
浸
か

っ
た
湯
に
思
い
を
馳
せ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
年
三
月
十
四
日
、
秋
田
藩
最
後
の
藩
主
佐
竹
義
堯
は

大
滝
温
泉
へ
湯
治
の
旅
に
出
か
け
ま
す
。
翌
慶
応
三
年
に
は
大
政
奉
還
、
更
に
慶

応
四
年
に
は
東
北
戊
辰
戦
争
が
勃
発
す
る
な
ど
緊
迫
し
た
時
期
で
し
た
が
、
体
調

不
良
に
悩
む
佐
竹
義
堯
は
、
家
老
戸
村
十
太
夫
・
用
人
根
岸
靱
負
・
膳
番
岡
百
八

以
下
五
十
六
名
の
藩
士
と
そ
の
従
者
を
率
い
、
三
月
十
七
日
〜
四
月
九
日
に
大
滝

温
泉
で
湯
治
を
行
い
ま
し
た
。

、

藩
主
の
入
湯
と
い
う
こ
と
で
二
月
二
十
二
日
に
は
一
般
客
の
入
湯
が
禁
止
さ
れ

町
は
完
全
に
貸
し
切
り
状
態
に
な
り
ま
す
。

上
の
絵
図
は
「
大
滝
村
御
入
湯
御
宿
割
之
図
写

（
岡
２
８
８
）
で
、
藩
主
一

」

行
の
分
宿
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
藩
主
は
薬
師
堂
隣
り
千
葉

、

、

屋
長
右
衛
門
宅
の
上
御
座
敷

家
老
の
戸
村
十
太
夫
は
絵
図
右
下
の
膳
左
衛
門
宅

根
岸
靱
負
・
岡
百
八
ら
藩
主
側
近
は
膳
左
衛
門
宅
か
ら
一
軒
は
さ
ん
だ
長
作
宅
に

分
宿
し
て
い
ま
す
。

面
白
い
の
は
、
こ
の
絵
図
に
は
三
ヶ
所
の
源
泉
と
各
屋
々
へ
繋
が
っ
て
い
る
湯

の
配
管
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す

「
藩
主
が
泊
ま
っ
て
い
る
長
右
衛
門
宅
と

。

同
じ
湯
に
入
っ
た
の
は
誰
だ
？
」
と
配
管
を
目
で
追
う
と
、
藩
主
側
近
が
泊
ま
っ

て
い
る
長
作
宅
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
義
堯
公
御
入
湯
記
録

（
Ａ
Ｓ
―
２
０
９
―
２
８
３
）
に
よ
る
と
、
藩
主
の

」

入
浴
は
最
初
の
五
日
は
一
日
二
回
、
そ
れ
以
降
は
三
回
と
の
こ
と
。

大
滝
温
泉
の
お
湯
は
硫
酸
塩
・
塩
化
物
泉
で
、
冷
え
性
、
神
経
痛
、
皮
ふ
病
な

秋
田
藩
主
癒
し
の
湯
加
減
は
い
か
に
？

ど
に
効
く
と
の
こ
と
。

佐
竹
義
堯
の
足
跡
を
訪
ね
て
み
て
は
！

（

）

畑
中
康
博
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〜
第
三
講

系
図
を
調
べ
る
〜

秋
田
藩
で
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
何
回
か
藩
士
に
対

し
て
自
分
の
持
っ
て
い
る
古
文
書
や
系
図
の
提
出
命
令

を
出
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
大
規
模
に
行
わ
れ
た
の
が
元

（

）

（

）

禄
九
年

一
六
九
六

八
月
と
文
化
二
年

一
八
〇
五

一
月
に
打
ち
出
さ
れ
た
文
書
提
出
命
令
で
、
藩
庁
で
は

集
ま
っ
た
古
文
書
や
系
図
を
書
写
し
ま
し
た
。

秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
の
秋
田
藩
士
の
系
図
五
四
九

四
点
は
こ
の
時
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
十
三
・
十
四
年
、
当
館
で
は
『
系
図
目
録
Ⅰ
』

『
系
図
目
録
Ⅱ
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
系
図
を
調
べ
る

場
合
は
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

『
系
図
目
録
Ⅰ
』
は
次
の
よ
う
に
三
部
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

Ⅰ
部

佐
竹
宗
家
・
一
門
、
引
渡
・
廻
座
の
七
八
家

Ⅱ
部

諸
士
系
図
（
石
井
家
か
ら
イ
ロ
ハ
順
で
陶
家

ま
で

・
佐
竹
分
流
系
図
（
酒
出
家
・
今
宮

）

家
な
ど

・
陪
臣
系
図
（
佐
竹
一
門
と
分
流

）

の
陪
臣
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
二
七
五
家

Ⅲ
部

Ⅰ
・
Ⅱ
部
に
未
収
録
の
文
化
期
以
前
の
系
図

（
青
柳
家
か
ら
あ
い
う
え
お
順
で
和
束
家
ま

で
二
二
一
家
五
五
九
点
）

ま
た
『
系
図
目
録
Ⅱ
』
は
文
化
期
に
提
出
さ
れ
た
系

図
が
収
録
さ
れ
、
愛
沢
家
か
ら
あ
い
う
え
お
順
で
和
知

、

。

家
ま
で
五
七
七
家

一
八
三
一
点
納
め
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
『
系
図
目
録
Ⅰ
・
Ⅱ
』
を
使
い
こ
な
す
こ
と
に

先
祖
調
べ
か
ら
歴
史
学
へ

よ
り
、
中
世
〜
文
化
年
間
に
至
る
秋
田
藩
士
の
出
自
や

名
前
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
文
化
年
間
以
降
秋
田
藩
で
は
藩
士
の
系
図

調
査
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
幕
末
に
至
る
約
六
十
年

間
の
系
図
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
系
図
の
空
白
期
が

幕
末
な
の
で
す
。
こ
の
空
白
を
補
う
史
料
と
し
て
明
治

六
年
「
士
族
卒
明
細
短
冊
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

次
号
『
古
文
書
倶
楽
部
』
で
取
り
上
げ
ま
す
。

（

）

畑
中
康
博

「
今
年
は
亥
年
。
今
回
は
猪
の
話
を
し
よ
う
」

「

（

）
」

昔
は
旧
暦
十
月
の
亥
の
日
を

い
の
子
の
日

玄
猪

げ
ん
ち
ょ

と
言
い
、
そ
の
日
の
亥
の
刻
（
午
後
十
時
頃
）
に
新
穀

で
搗
い
た
餅
を
食
べ
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け

武
士
社
会
で
は
毎
年
の
重
要
行
事
と
し
て
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

「

」

「

」

、

猪
の
肉
は

牡
丹

ま
た
は

山

鯨

と
も
呼
ば
れ

ぼ

た

ん

や
ま
く
じ
ら

昔
か
ら
猪
鍋
に
し
て
賞
味
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
食
文
化
を
支
え
た
猪
は
、
反
面
農
家
に
と

っ
て
は
憎
き

敵

で
し
た
。

か
た
き

現
在
田
畑
の
農
作
物
を
荒
ら
す
動
物
と
言
え
ば
猿
や

羚
羊
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
種
蒔
き

か
も
し
か

時
期
や
収
穫
期
に
村
里
に
降
り
て
き
て
盛
ん
に
食
い
荒

ら
す
鹿
や
猪
が
害
獣
の
代
表
格
で
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
古
文
書
に
は
、
村
々
が
秋
田
藩
か
ら
鉄
砲

。

を
借
用
し
て
駆
除
し
た
様
子
が
よ
く
書
か
れ
て
い
ま
す

古
文
書
こ
ぼ
れ
話

猪
の
は
な
し

「

」

現
秋
田
市
新
屋
の

新
屋
肝
煎
文
書

口
上
書

巻
三

（
Ａ
２
１
４
・
５
―
８
０
―
３
）
を
見
る
と
、
寛
延
三

年
（
一
七
五
〇
）
八
月
に
秋
田
藩
に
提
出
し
た
文
書
に

は

当
春
中
よ
り
猪
獅
子
夥

敷
出
候

而

苗
代
踏
荒

「

、

い

の

し

し
お
び
た
だ
し
く

そ
う
ろ
う
て

な
わ
し
ろ
ふ
み
あ
ら
し

申
ニ
付
」
鉄
砲
の
借
用
願
い
を
提
出
し
た
が
借
用
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
夏
中
に
は
畑
が
掘
り
返
さ
れ
「
毎
夜

田
畑
へ
参
候

而
番
等
致
候
得
共
ふ
せ
ぎ
か
ね
、
此
頃
ハ

そ
う
ろ
う
て

そ
う
ら
え
ど
も

稲
出
候
而
ハ
か
み
ち
ら
し
、
何
共
可
致
様
無
御
座
候
而

そ
う
ろ
う
て
は

い
た
す
べ
く
よ
う
ご
ざ
な
く
そ
う
ろ
う
て

百
姓
共
迷
惑
仕

候
」
と
、
新
屋
村
と
石
田
坂
村
で

つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

再
度
の
鉄
砲
借
用
の
願
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

現
秋
田
市
雄
和
女
米
木
の
「
藤
原
家
文
書

（

雄
和

」
『

め

め

き

町
史
料
集
』
３

雄
和
町
教
育
委
員
会
）
に
は
、
宝
暦
十

二
年
（
一
七
六
二
）
に
藩
へ
近
村
の
村
々
が
連
名
で
提

出
し
た
猪
除
け
の
鉄
砲
借
用
願
い
と
、
同
十
二
年
の
借

用
延
期
願
い
の
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
藤
原
家
文
書
」
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
七

月

の

文

書

に

「

当

春

中

鹿

威

し

御

鉄

砲

お
ど

奉

願

上

候

処
ニ
、
豊
巻
村
・
石
田
坂
村
・
小
山

ね
が
い
あ
げ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

村
・
相
川
村
・
戸
賀
沢
村
・
女
米
木
村
右
六
ヶ
村
江
八

へ

挺
例
年
之
通
り
早
速
拝
借
被

仰

付
」
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ

お
お
せ
つ
け
ら
れ

「
稲
も
出
穂
ニ
罷

成

体
ニ
鹿
も
余
計
ニ
而
、
田
畑
共
ニ

ま
か
り
な
る
て
い

符
人
共
防
キ
兼
」
る
の
で
、
稲
刈
り
過
ぎ
ま
で
鉄
砲
を

ふ
せ
ぎ
か
ね

借
用
し
た
い
と
願
い
出
て
い
る
一
文
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
と
鉄
砲
の
貸
し
出
し
は
、
春
は
春
、
秋

は
秋
の
期
限
付
き
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
猪
や
鹿
は
農
民
に
と
っ
て
の
大
害
獣
で

し
た
が
、
明
治
以
降
に
出
没
し
た
と
い
う
話
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
江
戸
時
代
に
絶
滅
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
江
戸
時
代
の
害
獣
駆

。

（

）

除
は
徹
底
し
て
い
た
と
言
え
ま
す

嵯
峨
稔
雄
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